
ダ

y
ビ
y
グ
に
於
け
ろ
儂
格
形
成

入
八

ダ

ン
ピ

ン
グ
に
於
け

る
償
格

形
成

手

塚

壽

郎

O
器
欝
口

国
δ
昌

敷

授

が

云

つ

て
ゐ

る

や
う

に
、
「
現

代

の

ア

メ
リ

カ
維

濟

學
者

、

少

く

と

も

く
①
ぴ『
昌

の
追

随

者

と
見

ら

れ

得

べ

く

、
≦

・ω庁
団
Ω
櫛
蹄

]藁

零
げ
巴

の
周
園

を

今

廻

ぐ

る
大

多
数

の
経

濟

學

者

、
例

へ
ば

日
自
σQ
≦
①詳

匂
。言

]≦
碧

浮
。
Ω

舞
『

0
8
お
8

0。
。
三
ρ
◎。
ロ
ヨ
ロ
巽

自
・
o。
浮
洋
。
H
等

は
、

從

來

の
経

濟
學

原

論

に
説

か

れ

て
ゐ

る

一
般

的

理
論

と

こ
れ

ら

が
種

々
な

る

モ
ノ
グ

ラ

ヒ
ー

に
現

は
れ

て
ゐ

る
態

用

と

の
間

に
驚

く

べ
き
絶

縁

の
あ

る

の
に
愕

然

と

し

て
ゐ

る
。
例

へ
ば

聯

邦
準

備

銀

行
組

織

や
産

業

の
分

布

や
關

税
制
度

を

論

じ
た

る

モ
ノ
グ

ラ

ヒ
ー

の
う

ち

に
、
共

著

者

が

か

つ
て

O
母
く
巽

や

目
碧
。・。。凶『q

の
敏

室

で
敏

へ
ら

れ

た
債

値

に

關

す

る
果

し

な

い
抽

象

的

吟
昧

の
何

も

の
が
残

つ

て
ゐ

る
だ

ら

う

か
。

殆

ん

ど
何

一
つ
残

つ

て
ゐ
な

い
と

云

つ

て
よ

い
。

事

實

に

接

す
れ

ば
、

此

ら

の
推

論

N註

8
剛昌
昌

。
霧

は
煙

と
な

つ

て
飛

び
去

つ
て

仕
舞

ふ
。
」
(註
)
か

玉
る
事

情

の
下

に

は
、
何

物

と
錐

、

今

更

。。
集
槻
ヨ
§

や

↓
鎚
ψ。。置

に
聴

く

べ

き

必
要

は

な

い
か

も
知

れ
な

い
。

け

れ

ど

も
、
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於

け

る
債

格

形

成

に
就

い
て
、



此

ら

二
誉

宿

が

極
端

に
背

反

し
た

所
読

を

大

謄

に
表

明

し

た

人

々
で
あ

る

こ

と
は

、

否

定

ぜ

ら

る

べ
く

も

な

い
。
私

は
先

づ

二
脅

宿

の
所

論

を
引

用

し

て
、

私

の
問

題

の
所

在

を

明

ら

か

に
す

る
。

(
註
)

9

型
δ
～

ピ
、ロ罠
ま

ヨ
費
駐
舜
5

や

臆
轟ヂ

。。
①凋
ヨ
鎚

の
所
読
は

中
冨

邑
①ω
o
{
国
8
昌
。
巳
。。・も

7

卜。
竃
i
O
(]
コO
昌
斤ゲ
国
α
蹄
一〇
口
)
に
見

る
こ
と
が
出
來

る
。

「
一
事
業

が
商
口叩

の

一
種
類

以
上
を
生
産
す

る
場
合

に
は
、
副
生
産
物

と
同
檬

の

物

が

あ

る
。
現
代

の
企
業

に
於
け

る
最

も
困
難

な
る
事

の

一
つ

は
、
生
産
者

が
其
生
産
物

の
各
輩
位
又
は
各
種
類

に
封
し

て
、
結
合
生
産
費

申

の
其
當
該
部
分

を
割
當

て
る

こ
と

で
あ
る
。
鐵
道

維
費

の
場

合

に
は
、
此
困
難
は
最

大

に
達

す
る
。

か

玉
る
場
合

に
は
、
個

々
の
生
産
物

の
債

格
は
其
れ
自
身

の
生
産
費

と
は
殆

ん

ど
無
關
係

で
あ

る
。
た

讐
生
産
物

一
切

の
領
格

が
結
合
生
産
費

に
よ
り

て
決

定

さ
れ
る
。
鐡
道
は
、
同

一
の
債
額

の
石
炭

が
同

一

債
額

の
生
糸
よ
り
遙

か

に
多
く

の
生
産
費

を
要
す

る

に
拘
ら
す
、
後
者

に
多
く

の
運
賃
を
課
す
。
債
格
は
、

こ

」
で
は
、
生
産
費

叉
は
用
役

の
生
産
費

に
よ

つ
て
決
定

せ
ら
る

」
に
非
す
し

て
、
用
役

の
債
値

に
よ

つ
て
決

定
さ
れ
る
。
生
糸

の
慣
値

は
石
炭

の
債

値

よ
り
甚

だ
大

で
あ
り
、
從

つ
て
高

い
費

用
を
員
捲
す

る
こ
と
が
出
來
る
。
石
炭

と
生
糸

に
封

し
て
同

一
の
賃
率

が
課

せ
ら
る

玉

な
ら
ば
、
石
炭

に
と
り

て
は
賃
率

は

肩
。
露
ぴ
三
く
。
と
な
り
、
石
炭
は
少
し
も
運
搬

せ
ら
れ
な

い
で
あ
ら
う
。
而
し

て
石
炭

の
賃

率

が
軍
な
る
牽
引
費

用

よ
り
高
け
れ
ば
、
生
糸

の
賃
率
は
、
然

ら
ざ
る
場
合

よ
り
低

い
で
あ
ら
う
。
用
役

の
債
値

の
原
則
は
限
界
利

用
原
則

の
他

の
表
現

に
過
ぎ
す

し

て
、

そ
れ
は
、
生
産
費

そ
れ
自
腿

が
債
値

の
最
絡

の
規
定
者

に
非
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

そ

れ

と
同
様

に
、
國
内
生
産
者

が
、
生
産
過
剰
部
分

を
外

國
に
向

つ
て
國
内

に
於
て
よ
り
低
廉

な
る
債
格
を
以

て
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
よ

ダ

ン
ピ
ン
グ
に
於
け
ろ
債
格
形
成

入
九



ダ
ソ
ビ
y
グ
に
於
け
ろ
債
格
形
成

九
〇

り
規
則
的

に
虚
分
す

る
と
き
に
、
外
國

の
債

格
が
低
廉

に
せ
ら
れ

て
も
、
國
内
便
格

が

突
自
ぴ
冨
三

と
な
る
と
は
限

ら
な

い
。
低

廉
な
債
格
を

以
て
縫
績

的

に
外
國

に
費
る
は
、
工
場
を
運
轄

せ
し
む

る
主
た
る
方
法

で
あ
り
得

べ
く
、
從

つ
て
國
内
便

格

は
、
國

内
部

分

に
封
し

て
生
産

の
全
費

用
を
課
す
る
場
合

よ
り
低
廉

な
債
格

と
な
り
得
よ
う
。
生
産
費

は
釜

々
結

合
生
産
費

を
意
味
す
る

こ
と

玉
な
り
、
與

へ
ら
れ
た

る
生
産
物

の
債

格
は
箇

々
の
生
産
費

と
は
遠

い
關
係

を
も

つ
の
み
で
あ
る
。
L

此
叙
述
は
望
ま
し
き

暮
§
審

を
以
て
な
さ
れ

て
ゐ
な

い
と
は
云

へ
、
ダ

ン
ピ

ン
グ

の
債
格
形
成
を
結
合
生
産

に
於
け
る
債

格
形
成

と
見

る
見
解
を
含

ん

で
ゐ
る

の
は
確

か
で
あ
る
。

↓
碧
。・。・剛σQ
は
、
。。
・崎
ヨ
き

の
此
見
解
を
豫
想
し

つ
曳
、
ダ

ン
ピ

ン
グ

の
償
格
形
成

の
性
質
が
結
合
生
産

に
於
け
る
そ
れ

に
非

る
こ

と
を
明
ら

か
に
す

る
。

「
甚

だ
大

な
る
固
定
資
本

が
唯

一
の
目
的

に
で
は
な
く
種

々
な
る
目

的
に
用

ひ
ら
る

、
場
合

に
は
、
結
合

生
産
費

の
原
則

の
作
用

が
現
は
れ
る
。
此
例

の
最

も
著

し

い
も

の
は
鐵
道
賃
率

の
制
定

に
見
ら
れ

る
。
大
な
る
固

定
設

備
が
同

一

性
質

の
財

を
生
産
す
る

に
用

ひ
ら
る

』
所

で
は
、
結
合
生
産
費

の
特
色

あ
る
敷
果
は
、
勿
論
、

現
は
れ
得
な

い
。
も
し

か

」
る
固

定
設
備

が
猫
占
叉
は
猫

占

に
準

す
る
も

の
で
あ
れ
ば
、
同

一
の

一
生
産
物

の
諸

部
分

が
夫

々
異
れ

る
慣

格

に
費

ら
れ
る
場
合
が
あ

り
得

よ
う
。
即
ち
ダ

ン
ピ

ン
グ
が
あ
り
得

よ
う
。
然
し
此
ダ

ン
ピ

ン
グ
は
、
結
合
生
産
費

下

の
便
格

現
象

と
は
著
し
く
異
れ
る
現

象

で
あ
る
。
L
(
註

一
)

「
猫

占

に
よ
り

て
諸

の
買
手

に
異

れ
る
債
格
を
課

し
得
る
可
能

こ
そ
が
、
ダ

ン
ピ

ン
グ
な

る
現
象

の
読
明
と

な

る
。
猫
占
が
無
け
れ
ば
、
即

ち
生
産
者

が
自
由

に
競
争

し

て

ゐ

る

と

す
れ

ば
、
何
れ

の
買
手

も
同
じ
債
格

に
て
商

品
を
得

よ

う
。
生
産
者

は
供
給

の

一
部
を
低
廉

に
、
淺
り

の
部
分
を
高
く
費

り

て
、
全
醗

と
し
て
利
釜

が
得
ら
れ
る
。
市
場

の
條

件
が
不
利



釜

で
あ

つ
て
、
全
供
給

が
有
利
な
る
條
件

で
販
費
し
得

ら
れ
な

い

と

き

に

は
、

か
や
う
な
策
略

に
依

る

べ
き

強

い
誘

惑
を
感
す

る
。
然

し
何

れ

の
生
産
者
も
他

の
生
産
者

の
利
釜

の
た
め
に
自
ら
を
犠

牲

に
せ
ぬ
で
あ
ら
う
。
他

の
者

に
利
釜
を
得

せ
し
む
る
た

め

に
、
自

己

の
ス
ト
ツ
ク
の

一
部

叉
は
全
部
を
廉
費

せ
ぬ

で
あ
ら
う
。

だ
が
も
し
総

て
の
生
産
者

が
自

ら

の
供
給

の

一
定
部
分

を

犠

牲
と
す

べ
き
協
定
を
な

せ
ば
、
目
的

を
蓮
す
る

こ
と

が
出
來

る
。

こ
れ

に
封
し

て
は
、

一
の
障
碍

が
あ
り
得
る
。
即

ち
低
廉

な

る
領
格

に
て

の
買
手

が
、
高

い
慣

格
を

強

い
ら
れ

て
ゐ
る
人

々
に
費

り
戻

し
得

べ
き
可
能
性

が
あ
る
。
然
し
低
廉

な
る
便
格

に
て

の
買
手

が
外
國
人

で
あ
り
、
輸
入

に
封
す

る
高
率
關

税
が
あ

つ
て
、

ダ

ン
ピ

ン
グ
さ
れ
た
商
品
を
國
内
市
場

に
逆
逡
す

る
こ
と
が

妨

げ
ら
れ

て
ゐ
る
場
合

に
は
、
此
障

碍
は
取
り
除

か
れ

る
。
國
内
便

格
は
高
く
維
持

せ
ら
れ
、
此
源

泉
か
ら

の
利
釜
は
、
外
國

へ

の
ダ

ン
ピ

ン
グ

に

よ

り

て
生
す

る
損
失
を
償

つ
て
鯨
り

あ
る
。
特

に
、
需
要

の
弾
力
性

が
小
で
あ

つ
て
、
國
内
市
場

に
於

け
る

供
給

増
加
が
債
格
を
著
し
く
下
落

せ
し
む
る
が
如
き
商
品

に
於

て
、
然

り

で
あ
る
。
L
(
註
二
)

↓
鍵
給
黄

に
よ
れ
ば
、
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於
け
る
債
格

は
、
販
路

の

一
部
が
猫
占

で
あ
り
、
他

の
部
分

が
自
由
競
争

の
支
配
を
受

け

て

ゐ

て
、

一
種

の

望

。・鼠

ヨ
言
豊
轟

蜜
。
ぎ
ロ
。な

下
に
於
け

る
債

格

で
あ

る
。

(
註

一
)

目
聾
蓄
蒔

午
ぽ
o首
『
。・
亀

薗
8
琴
ヨ
8
♂
<
oピ
ど
℃
.
鵠
H.

(註
二
)

H甑
2

℃
℃
・
い
=
1
い・

こ

玉
で

の
私

の
問
題

は
、
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於
け

る
債
格
形
成

が
、
。。
践
『q
ヨ
彗

の
云

ふ
が
如
く
結
合
生
産
物

の
そ

れ

で

あ

る

の

か
、
そ
れ

と
も

↓
碧
鞍
㈹
.
の
云

ふ
が
如
く
差
別
猫
占

O
舞
・霞

の
所
謂
猫
占

下
の

。.H一
く
紙
。
器

日
。
冨
筈
8
..
で
あ
る

の
か
を
見
極

ダ
ン
ヒ
ン
グ
に
於
け
ろ
償
格
形
成

九

一



ダ
y
ヒ
y
グ
に
於
け
ろ
便
絡
形
成

九
二

め
よ
う
と
す
る

に
あ
る
。
然

し
此
問
題
は
ダ

ン
ピ

ン
グ

の
あ
ら
ゆ
る
場
合

に
提
起

さ
れ
得

べ
き

も

の
で
は
な

い
。
或
種
類

の
ダ

ン

ピ

ン
グ
は
債
格
形
成

の
理
論
的

研
究

の
限
界
外

に
あ
る
。
私
は
先

づ
、
此
問
題
が
提
起

せ
ら
れ
得

べ
き
限
界

の
う
ち

に
あ

る
ダ

ン

ピ

ン
グ

の
概
念
を
明
ら
か

に
七
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
次

い
で
結
合
生
産

の
概
念

と
差
別
猫
占

の
概
念
を
明
瞭

に
し
、
此
ら
を
以

て
、

問
題

に
樹
す

る
解
答
を
導
き
出

し
た

い
と
思

ふ
。

一
一

 

ダ

ン
ピ

ン
グ
な

る
言
葉
は
今

や
世
界

の
各
國
語

に
其

ま

」
取

入
れ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
其
流
行

は

一
九
〇

三
、
四
年

頃
英
國

に
於

て
關

税
問
題

が
朝

野

の
論
議

の
申

心
を
な
し
た
頃

に
始
ま

る
。
(
註

一
)

其

語
源

に
就

い
て
は
、
歎
年
前
佛
蘭
西
學
界

に
於

て
、
細

密

な

る
詮
索

が
試

み
ら
れ
た
。
9

ビ6
翫
昌
ユ
目
。
に
よ
れ
ば
、
ダ

ン
ピ

ン
グ
は
英

語

の

9
日
ロ
か
ら
來

て
ゐ
る

の
で
あ
り
、
含
ヨ
噂
は

三
器
。。ωρ
8
欝
昌
8
密

を
意
昧

し

て
ゐ
る
。
外
國

の
競
孚
者

に
よ
り

て
な

さ
る

製
投
費

的
廉
債

な
る
輸
入

の
た
め

に
、
國
内

の
生
産

者

が
感
す

る
所

の
悲
哀

の
大
な

る
に
由
り

て
、
外
國

へ
の
投
費
的
輸
出
を
ダ

ン
ピ

ン
グ
と
呼

ぶ
に
至

つ
た
と
云
ふ
。
ま
た

9
因
㌣

ヨ
錺

の
詮
索

に
よ
れ
ば
、
U
g
ヨ
噂
ぼ
σq
は
英

語
の

き
需

か
ら
來

れ
る
語
で

あ

る
。
魯
9

は
、
競

馬

に
際

し
て
出
場

の
馬

に
興
奮

捌
を
與

へ
て
、
そ
れ
を
刺
激
す

る

こ
と
を
意
味
す

る
の
で
あ

る
が
、

同
様

に
、

投
費

は
輸
出
を
刺
激

す

る
故

を
以

て
、

】)
。
竈
ぎ
σq

と
呼
ば
れ
、
韓

じ
て

U
g
ヨ
風
茜

と
呼
ば

る

瓦
に
至

つ
た
と
云
ふ
。
叉
或
學
者

に

よ
れ

ば
、
曾

ヨ
℃
は
、
獲

山
に
於

て
探
掘

し
、

ト

ロ
ツ

コ
に
て
搬
出

さ
れ

た
薩
石
を
所
定

の
場

所

に
室

け
る
こ
と
を
意
味
し
、
ダ

ン
ピ

ン
グ
は
此
語

か
ら
來

て
ゐ
る
。
ダ

ン
ピ

ン



グ

は
外

國

に
商

品

を
打

ち

散

く

こ

と
を

意

味

す

る
か

ら

で

あ

る

と

云

ふ
。
(
註
二
)

(
註

一
)

}
.
<
ぎ
oさ

U
錫ヨ
℃
ぎ
αQ
鱒諺

甲
o¢
oき

ぼ

H導
①琶
曽鉱
8
巴

目
「巴
o鳩
℃
●
H・

(
註
二
)

国
・
包
陣8
冨
括

ピ
o
幽
ロ
目
℃
ぎ
げq
8
二
Φ二
信
o》
℃
・
い
噂

此

ら

の
語

源

の
詮
索

の
何

れ

が
眞

で
あ

る

か
、

U
。
B
①茜
器

は

此
問

題

は
英

語
學

が
寧

ろ
答

へ
得

な

い
も

の

で
あ

る

と

云

つ
て

ゐ
る
。
(
註
)

私

も

ま

た

此

ら

の
何

れ

が
眞

で
あ

る
か
を

知

ら
な

い
。

此

語

が

意
味

す

る
所

の
内
容

こ
そ

私

の
當

面

の
問

題

に
は

重

要

で
あ

る

。

(
註
)

囲
鑓
畠
①捧

o℃
.
9
£

で
・
N
●

一
九

二
二

年

の
國

際

聯

盟
維

濟

委

員

會

報

告
書

に
於

て
、

国
器
臣

と

翼
。
$

と

は

、
亥

の
三
條

件

が
具
備

せ
ら

れ

る
場

合

に

の

み

ダ

ン
ピ

ン
グ

が

あ

る

と

し

て
ゐ
る

。

一
、

外

國

の
債

格

よ
り

低
廉

な

る
債

格

に

て
、

此

外
國

に
商

品

を
費

る

こ

と
。

二
、

喩

出

國

の
債

格

よ
り

低

い
債

格

に

て
外

國

に
商

品

を
費

る

こ
と
。

三

、
輸

出

國

の
生

産
費

以

下

の
債

格

に

て
、

即

ち

損
失

を
蒙

り

つ

」
外

國

に
商

晶

を

費

る

こ
と
。

此

定
義

は

可
成

り

嚴

密

で
あ

り

、
僅

少

の
場

合

を
例

外

と
す

れ

ば

、

殆

ん

ど
総

て

の
場

合

に
通

す

る
可
成

り

包

括

的

な

る
定

義

で
あ

る
。

之

に
反

し

、

円
・
国
●
O
器
伊q
o
蔓

は

♂
8
⑦
な

定
義

を

と

り
、
普

通

の
用

語

に
て
は

、

ダ

ン
ピ

ン
グ

が
次

の
四

つ

の
場

合

の
何

れ

ダ

y
ヒ
ン
グ

に
於
け
る
儂
格
形
成

九
三



ダ

ン
ビ
y
グ
に
於
け
ろ
債
格
形
成

九
四

か

を
意

昧

し

て
ゐ

る

と

云

つ

て
ゐ

る
。

　
.

◎の
巴
o
彗

弓
ユ
o①ω
げ
9
0
類

{o
目o貫
旨

目
魯
誌
魯

腎
8
窃
・

トっ
.

o自
』
o
暮

弓
鼠
08

≦
謬
げ

≦
ゴ
一魯

{自
鼠
σq
昌

8
言
窟
簿
o
冨

o碧

昌
o叶
8
需
●

QQ
●

◎o
巴
o
舞

唱
汀
8

夢
8
巴

妄
ぴ
一畠

碧
⑦
♂
宅
巽

昏
き

8

貰
B
酋
ぎ

日
o
箕
ド
o。。.

爵

o自
隅げ

暮

冒
臨
8
ω
q
ヨ
oヨ
自
昌
⑦鎚
ユ
く
0
6

昏
⑦
。。亀
①
量

(註

一
)

だ

が
此

ら

の
各

が
ダ

ン
ピ

ン
グ

で

あ

る
と

云

ふ
は
適

當

で
は

な

い
。

輸

入

國

の
市
場

贋

格

以

下

の
償

格

に

て
此
國

に
費

る

こ
と

は
、

必

す

し
も

塗

畠
巴
な

販

費

で
あ

る

と
は

限

ら
な

い
。
又
外

國

の
生

産

者

が
競
争

し
得

な

い
や
う

な
債

格

に

て
此
國

に
販

費

を

な

す

こ
と
も

、
ま

た

亀

畠
巴

な
販

費

で
は

な

い
。

ま

た

國

内
慣

格

以

下

に
外

國

に
輸

出
す

る

こ
と

も
ダ

ン
ピ

ン
グ

の
誰

線

と

は

な

ら

な

い
。
外

國

へ
の
輸

出

量

が
大

で
あ

る

た

め

、
其

支

彿

條

件

の
有

利

な

た

め
、
商

品

引
渡

し

の
期

限

が
遽

い
た

め

、
外

國

へ
の
輸

出
慣

格

が

低
廉

で
あ

り

得

る
場

合

が

あ

る
。

或

ひ
は

ま

た

、

外
國

市
場

の
生

産

條

件

の
改

良

に

よ
り

て
生

じ

た
慣

格

下
落

に
、
與

へ
ら
れ

た
市

場

に
於

て
、

追

随

し
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

場
合

に
も

同

檬

で

あ

る
。

此

ら

の
場

合

は
何

れ

も

ダ

ン
ピ

ン
グ

で
は

な
く

し

て
、
8
昌
。舞
器
昌
8

ξ

幕

で
あ

る
。
(
註
二
)

そ

れ

ど

こ
ろ

か
、

こ
れ

と

反

封
な

場

合

に
さ

へ
、

ダ

ン
ピ

ン
グ

が

あ

り
得

る

。

「
國

内

債

格

と
外

國

に
行

は

る

玉
便

格

の
等

し

き

こ

と
、

否

、

前
者

が
後

者

よ
り

低

廉

で

あ

る

こ
と

さ

へ
も

、

ダ

ン
ピ

ン
グ

が
存

在

し

な

い
誰

擦

に
は

な

ら

な

い
。

生
産

費

以

下

で
、

即

ち

損

失

し

て
外

國

に
費

る
産

業

は
、

明

ら

か

に
ダ

ン
ピ

ン
グ

を

し

て
ゐ

る
。

け

だ

し

此

場

合

は

、
経

濟

要
素
…の
通
常

の
働

き

に
よ

つ
て
読

明

し
得

な

い

隅
舞
β
器

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

。

と

こ
ろ

が

、

此
産

業



は

、

同
時

に
、

自

國

内

の
市

場

に
於

て
同

様

の
方

法

に
出

つ

る

こ

と

が
出

來
る

。

か

玉
る

假

定

が

な

し
得

る

と
す

れ

ば

、
國

内

債

格

と
外
國

憤

格

の
等

し

い
こ
と

は

、

ダ

ン
ピ

ン
グ

の
存

在

を

否
定

す

る

も

の

で

は
な

い
。
」
(
註
三
)
尚

叉

、
或

産
業

が

人
爲

的

に
作

ら

れ

た

る
特

種

な

る

地
位

を

利

用

し

て
、

外

國

市

場

に
於

て
よ

り

高

い
便

格

で
は

あ

る

が
、

正
常

的

状
態

が

冨

梓与

す

る
便

格

以

下

に
、
外

國

に
費

る
場
合

が

あ

る
。

此

場

合

に
も

ダ

ン
ピ

ン
グ

が
あ

る

の
は

明
ら

か

で

あ

る
。

(註

一
)

目
・
国
・
O
冨
αqO受
℃
↓
鷺
賦
騎
"臣

ω
貯
身

言

置
09
0身

や

国
謡
.

(
註
二
)

男
脅
oP

H
薗
巨
8

8
算
誘

ぎ

含
冒
℃
ヨ
ぴQ
℃
臼
霧

一魯
因
o≦
o
℃
9
ぼ
ρ
器

醇

冨
困一〇ヨ
①馨
巴
器
鴇
諭
く昌
窪

困凌
ω℃
℃
℃
・
凶註
1
い
・

(
註
三
)

H瓢
侮
・矯
℃
・
糞
凱
・

夫

れ
故

に
ダ

ン
ピ

ン
グ
が
成
立
す

る
た
め
に
は
、

9

護
。
昌

が
指
摘
し
た
や
う
な

四

つ
の
場
合

の

一
々
が
あ

つ
た

の
で
は
足
り

な

い
、
そ
れ
ら
が
総

て
同
時

に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

だ
が
此
ら
四

つ
の
場
合

が
総

て
同
時

に
現
は
れ

て
ゐ
な

い
に
し
て
も
、
ダ

ン
ピ

ン
グ
が
あ
る
場
合

も
あ
る
。
<
ぎ
魯

は
此
ら

の
二

つ
の
場
合
を
學
げ

て
ゐ
る
。
(
註

一
)

一
、
或
特
種

の
商
品

に
し
て
、
國
内
市
場
が
絶

無

で
あ
る
か
叉
は
…狭
小

で
あ
り
、
外
國
市
場

の
買

手

の
聞

に

の
み
重
要
な

る
債

格
差
別
が
行

は

る

玉
場
合

二
、
費
手

の
國
内
市
場
が
ダ

ン
ピ

ン
グ

の
行

は
る

」
所

(U
帽
日
ロ
轟
麟
8
8

"
)

と
な
り

、
外
國
市
場

の
買

手
に
高

い
慣
格

が
課

せ
ら
る

玉
場
合

例

へ
ば
英
國

に
於

い
て
、
下
級

の
綿
布

が
製
邉

せ
ら
れ

て
も
、
そ
れ
ら
は
東
洋

に
需

要
せ
ら

る

玉
の
み
で
、
本

國

に
需

要

せ
ら
れ

ダ

y
ビ
y
グ
に
於
け
る
債
格
形
成

九
五



ダ
ン
ピ
y
グ
に
於
け
る
償
格
形
成

九
六

な

い
。
而
し

て
英

國

の
綿
布
業
者
は
此
ら

の
低
級
品
を
印
度

に
て
高
傾

に
販
費

し
、
支

那

に
廉
費
し
た

こ
と
が
あ

つ
た
。
此
場
合

に
は
英
國

の
生
産
者

は
支
那

に
於

て
ダ

ン
ピ

ン
グ
を
行

σ
た
わ
け

で
は
あ
る
が
、
國
内
債
格

と
支

那

へ
の
輸
出
慣
格

の
比
較
は
不

可
能

で
あ

る
。
(
註
二
)

ま
た
第

二

の
例

と
し
て
、

か
つ
て
ベ
ル
ギ
ー
が
、
自
國
内

に
多
く

の
販
路
を
有

せ
ざ
る
板

ガ
ラ

ス
を
英
米

に

一
〇
乃
至
三
〇

%
高
債

に
販
費

し
て
ゐ
た
事
實

が
あ
る
が
、

こ
れ
ま

た
ダ

ン
ピ

ン
グ

で
あ
る
。

「
ダ

ン
ピ

ン
グ

が
行
は
る

玉
場

合

に
、

U
鎧
目
覧
茜
-Ω
H2
民

と
し
て
用

ひ
ら
る

』
は
遠
隔

の
市
場

で
あ
り
、
高

い
債
格

を
課
せ
ら
る

玉
は
近
距
離

の
市
場
殊

に
國

内
市
場

で
あ
る

こ
と
は
、

一
般

に
認
容

さ
れ

て
ゐ
る
。
こ
れ
は
疑
も
無
く

一
般
的
原
則

で
あ

る
。
け
れ
ど
も
之

に
封
す

る
重
要
な

る
例
外
も
あ

る
。
國
内
市
場
が
遠
隔

の
市
場

に
比
較
し
重
要
な
ら
す

、
生
産

が
此
遠
隔

の
地
方

へ
の
輸
出
を
主
た

る
目
的

と
し

て

行

は
る

㌧
場
合

に
は
、
.勇
・<
。馨

9
ヨ
嘗
掲
.、
と
稽

せ
ら
る

玉
も

の
が
生

じ
得

る
。
即
ち
外
國

の
買
手

に
封

し
國
内

の
買
手

に
封

し

て
よ
り

も
よ
り
高

い
儂

絡
を
課

し
得

る
場
合

が
生

じ
得

る
。
(
註
三
)

(
註

一
、
二
)

<
ぎ
臼
℃
o
℃
`
q
£

や

娠
●

(
註
三
)

亭
ご
.噛
℃
℃
9
い
ー
9

此

ら
の
理
由

に
よ

つ
て
、
<
貯
巽

は
其
著
蓮

U
自
日
嘗
お

に
於
て
は
、
ダ

ン
ピ

ン
グ
を
ば
、
.弓
腎
?
傷
警
ユ
慧
§
θご
昌
び
簿
毛
。窪

墨
、

け♂
昌
銑

ヨ
碧
ぎ
富
、.
(註

一
)

と
定
義

し

て
ゐ
る
。

一
九

二
六
年
國
際
聯

盟

に
提
出

し
た
報
告
書

に
於

て
は
、
此
ら

の
例
外
的
な

る
場

合

を
考

ふ
る

こ
と
な
く
、
≦
昌
巽

は
、
「
ダ

ン
ピ

ン
グ
な

る
表
現

は
、
正
確
を

期
し

て
ゐ
る
學
者

が
與

へ
た
意
味

に
於

て
は
、
外
國
に

商

品
を
輸
出
す

る
に
當
り
、
同
じ
時

に
、
同

じ
事
情

の
下

に
國
内

の
浩
費
者

に
課

せ
ら
る

玉
以
下

の
債
格

に
て
な
す

こ
と
を
意
味



す

る
」

と
定
義

し

て

ゐ

る
。
(
註
二
)

而

し

て

≦
話
興

は
、

「
外
國

に
生

産

費

以

下

に
費

る
」
、

「
外

國

人

が
競

争

出

來

な

い
便

格
」

と

云

ふ
條

件

を

重
要

視

し

て

ゐ
な

い
。

「
或

ダ

ン
ピ

ン
グ
債

格

が
生
産

費

、

ダ

ン
パ
ー

の
利

潤

、

競

争
費

手

の
債

格

等

に
封

す

る

關

係

は
屡

々
複

雑

な

問

題

で
あ

つ

て
、

軍

な

る
定

義

に
よ

つ

て
解

く

こ
と
庵

出

來
・ず
、

多

く

の
場

合

正
確

な

る
解

決

の
與

へ
得

ら

れ

な

い
問

題

で
あ

る
。
後

に
示
す

や

う

に
、

ダ

ン
ピ

ン
グ

に

は
種

々
な

る

タ
イ

プ
と
種

類

と

が
あ

つ

て
、
實

際

上
は

困

難

を

俘

ふ

と
は

難

、
論

理
的

に

は

,
ダ

ン
パ

ー

に
利

釜

を

齎

ら
さ

な

い
ダ

ン
ピ

ン
グ

と
、

利

釜

を
齎

ら
す

ダ

ン
ピ

ン
グ

と
弘
匠

別
す

る

こ

と

が
出

來

、
ま

た
競

孚

相

手

の
贋

格

よ

り
も

低

い
ダ

ン
ピ

ン
グ
債

格

と
、

然

ら
ざ

る

ダ

ン
ピ

ン
グ

便

格

と
を

匝
別

す

る

こ

と
が
出

來

る

。
」
(註
三
)

(
註

一
)

<
ぎ
⑦が
U
目目
℃
ぎ
びq
一
℃
・
い
・

(
註
二
)

Ω
審

窟

N
国
聞8
げ
o期

畠
霧

げ

U
嵩
ヨ
℃
ぎ
σq
のo≦
蜜
留
P

膨

鉾

(
註
三
ゾ

≦

義

℃
u
毒

嘗

αq
噂
や

↑

普
通

に
爲
替
ダ

ン
ピ

ン
グ

国
×
9
き
㈹
①
∪
纈
旨
且
鵡

と
稻

せ
ら
る

」
も

の
は
、
共
敷
果

に
於

て
、
右

に
定
義

せ
ら
れ
た
ダ

ン
ピ

ン

グ
と
相

似
た
る
も

の
が
あ
る

が
、
其
本
質

に
於

て
は
著
し
く
異

る
。

「
輸
出
國

の
通
貨

の
急
激

な
る
下
落

に
由
砂
、
外
國
貨
幣

に

て
表
は
さ
れ

た
異
常

に
低
廉
な
便

格

に
て
行

は
る

玉
商
品

の
輸
出

に
、
爲
替
ダ

ン
ピ

ン
グ
な
る
言
葉
を
用

ふ
る
の
が
普
通

に
な

つ

て
來
た
。
然

し
こ
れ

は
、
本

來

の
ダ

ン
ピ

ン
グ
と
は
全
く
異

る
事
實

で
あ
る
。
そ
れ

に
は
、
理
論

的
に
庵
實
際
的

に
も
問
題

が
あ

の
、
重
要

に
し

て
甚

だ
困
難

な
問
題

が
あ

る
。
そ
れ
は
、
多

く

の
貼

に
於

て
、
輸

入
國

に
封

し
て
は
本
來

の
ダ

ン
ピ

ン
グ

と
同
様

ダ
ン
ピ
ン
グ
に
於
け
ろ
債
絡
形
成

九
七



ダ
y
ビ
y
グ
に
於
け
る
債
絡
形
成

九
入

の
敷
果

を
も

つ
て
ゐ
る
。
然
し
通
貨

が
下
落

せ

る
國

に
於
け
る
輸
出
者

が
、
國
内

の
買
手

と
外
國

の
買
手

と
の
聞

に
販
費
債

格
を

像
凶ω。
凱
ヨ
5
9言

し
な
い

限
り

に
於

て
は
、
本
來

の
ダ

ン
ピ

ン
グ
は
あ
り
得
な

い
。
L
(
註

一
)
の
み
な
ら
す
、
本
來

の
ダ

ン
ピ

ン
グ
は
、

≦
昌
臼

の
云
ふ
が
如
く
、
次

の
如

き
場
合

に
し
か
行
は
れ
易

く
は
な

い
。

一
、
輸
出

の
産
業

が
ト
ラ
ス
ト
叉
は

サ

ン
ヂ
カ
ー

の
形
式

の
下

に
構
成
さ
れ

て
ゐ
る
場
合

二
、
當

の
産
業

が
生
産
又
は
輸
出
を
目
的

と
し

て
統

一
的
組
織

に
構
成

さ
れ
て
は

ゐ
な

い
が
、
他

の

一
二

の
重
要
な
る
企
業

に

從
屡
し
、

此
ら
重
要
な
る
企
業
は
全
生
産

の
大
部
分
を
供
給
し
、
前
者

が
國
内
債
格

よ
り
低

い
贋

格

に
て
輸
出
す
る
商
品
を

引
受
け

て
生
す

る
損
害

の
大
部
分
を
員
澹
し
得
る
場
合

三
、
商
品

が
諸
生
産
者

の
聞

で
標
本

化
さ
れ
す

、
各
生
産
者

が
商
標

、
特
種
な
る
形
式

、
特
種
な
る
表

示
方
法
等

に
よ
り

個
別

化

さ
れ
、
從

つ
て
債
格
競
争

の
作
用

を

一
部
分
逃
れ
得

る
場
合

四
、
輸
出

の
奨

働
金
が
、
當
該
産
業

の
團
艦

と
は
別
な
組
織
例

へ
ば
國
家
、
叉
は
ダ

ン
パ
ー

に
よ
り
生
産
物

に
攣

化
さ
る

玉
原

料
を
供
給
す

る
團
艦

に
よ
り

て
與

へ
ら
る

玉
場
合

(
註
二
)

(
註

一
)

<
ぎ
①び
o℃
・
良
『

唱
℃
●
Hで
-
◎

(
註
二
)

国
謡
卑oげ
o盈

O℃
'
色
件●u
℃
℃
・
Q◎
ー
O
●

か
や
う
に
概
念
を
規
定
さ
れ
た
ダ

ン
ピ

ン
グ
は
、

≦
昌
巽

に
よ
れ
ば
、
其
動
機

と
其
永
綾

性

の
存

否

の
観
黙

か
ら
、

次

の
如
く

分
類

せ
ら
れ
る
。
(
註
)
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註
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<
ぎ
9

U
5
ヨ
胤
謁

℃
℃
b

ω
・

私

の

こ

玉

で

の
目

的

は

、
先

に

述

べ

し

が

如

く

、
ダ

ン
ピ

ダ

y
ビ
y
グ
に
於

け

る
債

格
形
成

O
。
鼠

昌
三
蔓

。。
℃
自

聾

。

oQ
8

亭

旨

昌

o
H

凶再
窪

巳

暮
o
曇

ピ
。
轟

占
§

。
目
8
孟

目

。
葛

ン
グ

に
於
け
る
債

格
形
成
を
論

じ
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。

九
九

だ

が

b
目
①乱



ダ

ン
甘

ン
グ

に
於

け

ろ
偵
絡
形
成

一
〇
〇

が

云

ふ
が
如

く

、

ダ

ン
ピ

ン
グ

が
全

く

動

學

的

ぼ

鼠
諺
8
魯B
窪
言

隻
§

巳
幽8

現
象

(註

一
)
で

あ

る

と
す

れ
ば

、

そ

こ

に
は
其

慣

格

形
成

理

論

を

構

成

し

得

る
絵

地

が
な

か
ら
う

。

少

く

と

も
、
<
ぎ
巽

の
分

類

に
於

け

る

り。
O
o
話
融
。
及

び

。。
ゴ
o
昌
直
毒

〇
二

再
2
ヨ
㍗

峠需
彗

ダ

ン

ピ

ン
グ

は
動

學

的

現
象

で

あ
り

、

此

意
味

に
於

て
此

ら

の
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
は

、
便

格

形

成

の

理
論

は

あ
り

得

な

い
。

U
α
匡
言

も

云

つ

て

ゐ

る
。
「
常

佳

的

持

綾

的

ダ

ン
ピ

ン
グ

の

み

が

、
便

格

形

成

の
観

鮎

か

ら
興

味

あ

る
も

の
で
あ

る
。

。。
宕

旨
宇

8
穿
。・
】)
二
日
嘗
謁

に
は

、
債

格

の
理
論

的
問

題

は
あ

り

得

な

い
。

費

り

建

り

や

偶

然

の
生

産

除

剰

が

一
た

び

外
國

に
向

つ
て
投
費

り

せ
ら

る

』
と

き

に

は
、

此

ダ

ン
ピ

ン
グ

の
後

に
於

け

る
國

内

便

格

は

以
前

よ
り

高

き
も

の
と

な

る
。

こ
れ

だ

け

が

。。
宕
H莚

。。9
8

U
g
白
嘗
お

の
理

論

の
最

後

の
語

で
あ

る
。

ま

た

侵

略

を
目

的

と
す

る

ダ

ン
ピ

ン
グ

(国
H。
げ
臼
募

㈹
の
汁

ヨ
風
茜
)
に
就

い
て

竜
云

ひ
得

べ
き

も

の
は

多

く
は

な

い
。

け

だ

し

此
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於

て
も

、
憤

格

決

定

の
合

理

的

モ
メ

ン
ト
は
後

方

に
退

い

て
ゐ

る
か

ら

で

あ

る
。

た

野
、

輪

出
債

絡

が

下
り

得

る
限

界

は

、
N
蕊
9。
言
ざ

鴇
窪

が
償

は

る

曳
所

に
さ

へ
竜

な

い
と

嚢

ひ
得

る
だ

け

で

あ

る
。
」
(
註

二
)

(註

一
)

ピ
9
。
g
。
》
日
①〈
㌍
QQ
℃
毒
瓢
智
冨
巳
9

臼

讐
g
聾
ρ

℃
・
呂
・

(
註
二
)

国
.
d
α已
ぎ
℃
↓
冨
○ユ
Φ
9
ψ
U
轟
ヨ
℃
ぎ
αq
3
℃
・
蝋
P

こ

、
ま

で
來

て
私

の
問

題

は
漸

く

明
瞭

に
な

つ
た

。

そ

れ

は

、
ピ
。
轟

点
目
昌
自

O
。
愚

量

。
器

U
二
巳
覧
茜

特

に
、

國

内

債
格

を
低

下

せ
し

む

る

こ

と
な

く

、
大

量

生
産

の
利

釜

を
得

よ
う

と

す

る

も

の
、

及

び
國

内

債

格

を

低

下

せ
し
む

る

こ
と

な

く

、
現

存

の
大

生
藤

機

關

を
最

高

限

度

ま

で
利

用

す

る

も

の
に
於

け
る

債

格

形
成

を

明

ら

か

に
す

る

に
あ

る
。

と

こ

ろ

で
此

問

題

に
就

い
て
今

ま



で
學
者

が
與

へ
て
く
れ

た
解
答

は
、
此
債

格

形
成
を
結
合
生
産
物

の
そ
れ

で
あ
る
と
す
る
も

の
と
、
差
別
的
猫
占

の
そ
れ
と
す

る

も

の
と

の
二

つ
を
出

で
な

い
。

闘一
一

 

先

に

引

用

し

て
置

い

た

や

う

に

、

ダ

ン

ピ

ン
グ

の
便

格

形

成

を

結

合

生

産

物

の

そ

れ

で

あ

る

と

な

す

代

表

的

學

者

は

。.
鑑
㈹
B
彗

で

あ

る

。

私

は

こ

」

に

重

ね

て

同

一
の

引

用

を

な

す

こ

と
を

止

め

て
、

直

ち

に
其

吟

味

に

入

る

の

で

あ

る

が

、

其

た

め

に
結

合

生

産

の
概

念

を

明

瞭

に

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。
(
註
)

(
融
)

セ
サ
グ

マ
y
の
同
様
の
所
説

に
、
審

ヒd
器

に
よ
れ
ば

(ピ
$

巨

。・
ら
窪

目o
監

①
目
o
箕
ω
8
昌

箕
o
や
o
隊
一〇
暮
Φ
『

℃
・
もゆ
圏

窪

昌
。
叶ρ
)
、

タ
ウ

シ

ツ
グ

と
の
論
争

の
う

ち
に
も

(ρ
舞
昌
①
菖
団
}
o
ロ
罠
巴

o
h
国
o
o
ぎ
菖
ド
ど
く
o
回.
区
凶
♂
℃
℃
●
国
い
α
1
刈
・)
現
ば
れ

て
ゐ

る
と

云
ふ
。
手

元
に
無

か

つ
れ

」
め
、
こ
れ
な
謬
照
す

る
こ
と
が
田
來
な

か

つ
た
。

結

合

生

産

箕
。
曾

9
ご
旨

卸

8
窪

冒

簿
の

及

び

結

合

生

産

物

な

る

概

念

は

、

既

に

ク

ル

ノ

ー

に
現

は

れ

、

次

い

で

ミ

ル
、
智

く
8

。。
"

。。
崔
σQ
蔑

。
『

]≦

趙
お
訂

に

等

に

見

ら

れ

る

の

で

あ

つ
た

が

、

そ

れ

ら

が

精

密

に

な

つ

て
來

た

の

は

、

タ

ウ

シ

ツ

グ

の
論

文

》

0
8

賃
7

9

臨
o
昌

8

夢
o
目
ぽ

o
趙

o
臨
因
簿
隣
毛
曙

図
9
器
。・
(O
§

詳
巽
ぞ

}
8

旨

巴

o
臨
国
8

ぎ

巳
駐

》
H
G。
㊤
①
"
唱
宰

幽
QQ
Q。
i

恥
Φ
9

器
嘆
o
含

8
島

ぎ

男
亀

≦
曙

甲

o
窪
o
ヨ
。。
ξ

≦

●
ド

器

具
。ざ

。
↑

日
⑩
O
S

娼
膨

μ
卜。
。。
1

匡

↑
)

に
端

を

獲

し

た

る

ク

ウ

シ

ツ

グ

樹

ピ

グ

ー

の
論

争

に

よ

つ

て

穿
あ

る
。

だ

が

結

合

生

産

や

結

合

生

産

物

が

何

を

意

味

す

る

や

に
就

て

は

、

今

も

術

、

學

者

の
見

解

が

一
定

し

て

ゐ

な

い
。

其

ら

の
内

ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於
け

る
債
格
形
成

一
〇

一



ダ

y
ビ

y
グ

に
於

け

る
債
格
形
成

一
〇

二

容
は
、

竃

母
8

守

目
。

の
表
現
を
借

り
る
な

ら
ば
、
(
註
)

二
つ
の
極
端
な

る
概
念
ー

廣

い
も

の
と
狭

い
も

の
と

の
ー

の
間

を

動

い

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

(
註

)

寓
β・
H8

守

弓

o
憎

6
0
巨
ユ
嘗

8

巴
ド

け。
9

9
9

に
、
o
h
融
尉欝

斡

8
畳

8

ロ
σq
一琶

F

g

o
話

巴
①
9

唯
一
①
oo
8

巳

巴

勺

お

目李

ω
毛

覧

o
日
0
9
P

O
洋
O
ぴ
N
P

℃
・

印
い
・

結
合
生
産

、
結
合
生
産
物

と
云
ふ
以
上
、
異
質

の
二

つ
以
上

の
財

が
生
産

せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
は
勿
論

で
あ
る
が
、
如
何
な

る
場
合

に
生
産
物
が
異

れ
る
も

の
と
見
ら

る
玉
の
で
あ
る
か
。
例

へ
ば
同
じ
列
車

に
よ

つ
て
棉

花

や
生
糸

や
銅

や
石
炭

が
輸
逡

せ

ら
れ
た
場
合

に
、
此
鐵
道
運
途
は
等
質
と
考

へ
ら
る

べ
き
で
あ
ら
う

か
。

タ
ウ

シ
ツ
グ
は
等
質

に
非
す

と
答

へ
、

ピ
グ
ー

は
等
質

な
り
と
答

へ
、

セ
リ
グ

マ
ン
は
ま

た
少
し
く
異

れ
る
見
解
を
採

る
。
た

穿
大
罷

に
於

て
は
、

セ
リ
グ

マ
ン
と

ピ
グ
ー

と
は
同
様

の

立
…場
を
と

る
が
如
く

で
あ
る
。

セ
リ
グ

マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
生
糸

、
綿
布
等
を
異
れ

る
賃
率

の

も

と

に

分
類
す
る

て
ふ
軍
純
な

る
事
實
を

以
て
、
技

術
的

に
相

異
れ
る
商
品

の
生
産

と
見
る
は
、
明
ら
か
な
誤

で
あ
る
。
行

は
れ

た
支
佛
は
生
糸

や
綿
布

の
運
逡
費

と
は
何

ら
の
關
係

を
も
た

な

い
。
そ
れ
は
運
逡
な
る
用
役

と
關
係

が
あ
る

の
で
あ
る
。
而
し

て
果

さ
れ
た

る
用
役
は
技
術
的
に
同

一
で
あ

る
。
」

ピ
グ
ー

に
よ
れ
ば
、「
或
運
逡
能
力

が
銅

の
商
人

に
、
ま
た
或
運
逡

能
力

が
石
炭

の
商
人

に
費

ら
れ

た
と
云
ふ
事
實

は
、
二

つ
の

異

れ
る
用
役
が
な
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
し
な

い
。

二

つ
の
異
れ
る
概
念

が
此

こ
と
に
就

い
て
あ
る

の
は
、
銅

の
運
逡
、
石
炭

の
運

逡

と
云
ひ
て
、
銅

の
商
人
、

石
炭

の
商
人

に
費

ら
れ
た
と
云
は
な

い
か
ら
來
る

の
で
あ
る
。
」
(
註
)



(
註
)

国
ぴq。
～

乏
$
岸
7
9。
鼠

を
o薮
吸Φ
}
や

9
ひ
い
国
8
8
巳
$

。h
類
畠

費
ρ

も。巳

巴
三
8
鴇
℃
・
お
メ

か

く

て

セ
リ

グ

マ

ン
に

と
り

て
も

、

ピ
グ

ー

に
と

り

て
も

、
右

の
例

に
あ

り

て
は

用

役

の
異

質
性

は

な

い
の

で
あ

る

。
然

し

ピ

グ

ー

に
と

り

て
は

、

此
技

術
的

異

質

性

の
訣

欠

は

等

質

に
等

し

い
の

で
あ

る

が

、

セ
リ

グ

マ

ン
に

と
り

て
は

さ

う

で
は

な

い
。

セ

リ

グ

マ
ン
に
よ

れ
ば

、

技

術

的

異
質

性

の
ほ

か

に
経

濟

的

異

質

性

な

る
竜

の
が

あ

る
。

「
異

れ

る
條

件

の
下

に
市

場

に
達
す

る
所

の
同

一
商

品

の
各

は

、

経

濟

的

に
云

へ
ば
、

結

合

生
産

費

の
原

則

に
從

ふ
。

此
差

異

を
作

る

も

の
は
、

需

要

の
種

々
な

る

こ

と

で

あ

る
。

而

し

て
償

格

の
異

る
だ

け

種

々
な

る
猫

立
な

る
需

要

が

あ
る

。」
ハ註
)
だ

か
ら

セ
リ

グ

マ
ン
に
よ
れ

ば

、

ダ

ン
ピ

ン
グ

の
場

合

に
も

、

生
産

者

の
側

か
ら
見

れ

ば
、

結

合

生

産
物

が

あ

る

の
で
あ

る
。

國

内

に
萱

ら
る

」
商

品

と
、

ダ

ソ
ピ

ン
グ

に
よ
の

て
國

外

に
費

ら

る

」
商

品

と

は

、
経

濟

的

に
は

同

一
で
は

な

い
と
考

へ
ら

れ

て
ゐ
る

。

(
註
)

Ω
審

℃
母

寓
」
W愚

母
ロ
ω
冒
窪

δ
一④
留
・・
δ
昌9
ヨ
g
冨

8
ロ
箕
o℃
〇三
〇導
Φ5

マ

鴇
9

ピ

グ
ー

は

此
結

論

を

承

認

し

な

い
。

「
或

綿
布

が
或

買

手

に
費

ら
れ

、

同

じ
種

類

の
綿

布

が

他

の
買

手

に
費

ら

れ

た

か

ら

と

云

つ

て
、

二

つ

の
異

れ

る
商

品

が

生
産

せ
ら
れ

た

と
は

考

へ
得

ら

れ
な

い
。
」

同

様

に

ピ
グ

ー

は
、

異

れ

る

二
商

品

の
運

逡

は

「
需

要

の
條

件

の
異

れ

る
も

の
に
關

す

る
」

黙

で
は

同

一
で

は
な

い
が
、
然

し

こ
れ

あ

る

が

た

め

に
、

二
商

晶

の
運

逡

が
異

れ

る
用

役

で
あ

る

と
、

セ
リ
グ

マ

ン
の
如
く

に

は
考

へ
な

い
。
需

要

條

件

の
異

れ

る

用

役

は

ピ

グ
ー

に
從

へ
ば

、
生

産

費

が

8
日
ヨ
8

で

あ

る

と

こ
ろ

の
生
産

物

に
過

ぎ
な

い
。
(
註
)

(
註
)

国
σqo口
}
閑
餌響
鎚

国
暮
窪

碧
"
}o
鐸

O
o
。。旦

言

匪
Φ
ρ
量
#
・
H
8
§
巴

o
h
国
§

6
巳
β

<
oピ
客
×
く
口
"
お
目9

℃
・
8
目・

ダ

y
ビ
y
グ
に
於
け
る
債
格
形
成

】
〇
三



ダ

ン
ヒ

y
グ

に
於

け

る
儂
格
形
成

一
〇
四

け

れ

ど

も

ピ

グ

ー

の
概

念

も

絶

封

的

で

は

な

い
。

例

へ
ば

二

つ

の
異

れ

る
時

に

於

て

な

さ

る

』
同

一
技

術

の

二

用

役

は

異

質

的

な

る

も

の

と

考

へ
ら

れ

、

結

合

生

産

費

の

上

に
生

産

せ

ら

る

』
結

合

生

産

物

と

考

へ
ら

れ

て

ゐ

る

。

特

に

ビ

グ

ー

は

此

時

問

的

相

異

に

よ

り

て
需

要

の
相

異

が

あ

る

と

き

、

此

異

質

性

を

認

め

よ

う

と

す

る

ゆ

..↓
ゴ
①
8

旨
8
讐

。
二

。
ぽ
什
旨

署
ぼ

。
き

"
猷

山
鼠

器
傷
u
ぴ
。

巷

嘗

a

叶
o

昏
①
。。陣
B
。
ω〇
三

。
。
ψ
器
巳

。
器
傷

暮

象

ぼ

窪
梓
再冒

①
ω
ξ

昏

o

鶏
ヨ
。
誌

a

噂
一費
g

↓
穿

。・
昏
o
。。
段
ユ
8
の
。
剛

同
巴
毛
昌
。・
剛。
同

臥
σq
洋

け話
く
①
臣
昌
『q

9
巳

"
塁

梓
冨
く
亀
ぼ
㈹

ヨ
昌

げ
・

。
龍
巴

U。
一口
」

9
邑

象

貯

。
暮

§

8

餌
牙

。
。
器

傷

8

昏

彗

びq
同
。
巷

↑

目
募

8
鼠

傷
?

鎚
侍凶8

凶。・
①
。・℃
a

9
ξ

冒

心
o
洋
き

什
鼠

昏

爵

。
三

。
ξ

同
簿
0
9

H
ユ

器
酋田
8

象

出o
目
窪

欝

けδ
旨

o
幽
9
ま
H
日

食
鼠

㈹
口
a

8

。
舞
錯

o
中

莞

霞
ぞ

8

§

『

ξ

筈

Φ
ω
昏

8
自
讐

。
昌

窪
①
魯

団

霞

聴
彗

目
冨

器
讐
。

塞

魯

。
彗

び
・
。
げ
憲

障
a

o
昌

9

象

h⑦
誘
葺

円
2

g

蹴

毛
・

H
①
鵯

a

昏

①

ψ
①
三

∩
8

ω
ξ

葛

a

彗

昏
⑦
暑

。
飢
§

。・
器

ぴ
①
ぎ
σq
臣

・
。・薗
日
①

。・興
く
凶8
。・
げ
三

ω
暮

匂窪

8

く
鼠

蹟

山
・
8
魯
巳

。。、、

(
註

)

(
註
)

国
㈹
oε

国
8
=
o
巨
帥$

oh
芝
o一欝
肖ρ

ω
a

o臼
臨
o
ρ

や

い
oo
o
昌
ロ9
①
・

次

に
右

の
如

き

異

質

性

に
よ
り

て
匿

別

せ
ら

る

製
二

つ
以
上

の
生
産

物

は

、
如

何

な

る
場

合

に
結

合
生

産

物

と
な

る

の
で
あ

る

か
。

…荻

い
定
義

を

と

る

ピ
グ

ー

に

よ

れ
ば

、
生

産

の
唯

一
の
過

程

に
於

て

一
商

品

の
生
産

増

加

が

他

の
商

品

の
生

産

の
同
時

的
増

加

な

く

し

て
行

は
れ

な

い
や
う

な
場

合

に
結

合

生
産

物

が
あ

る
。
廣

い
完

義

を

と
ゐ

タ
ウ

シ
ツ
グ

に

よ
れ

ば

、

諸

生
産

物

が
同

一

の
生

産

過

程

に
よ

つ

て
得

ら

る

Σ
と

き

は
、

そ

れ

が
必

然

的

の
も

の

で
あ

ら
う

と

、

否

と
を

問

ふ

こ
と

な

く
、

結

合

生
産

物

が
あ

る

の
で
あ

る
。

i

国

㈹
o
～

毛

窪
μ匪

僧
巳

ぐ
く
匹
剛
舞

ρ

ヤ

bっ
嵐

…
国
8

ま

巳

8

0
臨
ぐ
く
①に
母

ρ

℃
・
卜D
㊤
Q。
●1



甫

≦
。

昆

霧

§

.・
琶

・妄

昌

書

・
:

舞

。
蜜

§

δ§

蔓

豊

・
ξ

。
三

・
。
噌
①
簿
ψ幽昌
・・
昏
。
昌
。
h
日
鈴
一
。
目
ε
属
什
。
{
。
昌
6
・

昌
§

。・
q・
琶

コ

旨
。
§

。・
$

梓
ゲ
葺

。
囲

昏

・

。
け
冒

駐

。
・
.、

ー

目
霧

鐙

臣

a

景

。
臣

8
巳

讐

9

<
。
=

る

・。
曽

・t

・・蓼

舞

窒

く
邑

鑓

臨
民

豊

冨
=
・
鼠

8

甑

。
憲

・・軽

§

壱
。
ω・
・
g
窪

。
「
琶

§

信
同娼
。
・り。・。喜

。
一昌
自
§

。⑦
。
穿

¢

冨

・
琶

・

。
ご

。
葺

8

鴇

・・げ
睾

・・
冨

犀

…

…

、、

さ
れ
ば
ピ
グ
ー

の
概

念

に
於

て
は
、
生
産

物

の
間

に
、
例

へ
ば
瓦
斯

と

コ
ー

ク

ス
、
棉

花
と
棉
種

と

の
間

に
見
る
が
如

き
自
然

的
必
然
的
關
係

が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

タ
ウ

シ
ツ
グ

の
そ
れ

に
於

て
は
、
必
然
的
關
係

は
自
然
的
な

る
を
要

芋

、
経
濟
的
必

要

で
あ

つ
て
よ

い
の
で
あ
る
。
例

へ
ば
企
業

の
縦
断
的
合
同

に
よ
り
、
鐵
線

が
鐡
板
、
鐡
管

と
併

せ
生
産

せ
ら
る

玉
が
如
き
で
あ

る
むピ

グ
ー

の
狭

い
概
念

は
ま

た

団
碧
昌
。

の
そ
れ

で
も
あ
る
。
「
結
合
生
産

の
概

念

の
此
行
過
ぎ
た

(8
く
巽
9
ド
)
掻
張

は
自
分

に
は

正
し
い
と
は
思
は
れ
な
い
し
、
科
學
的
に
羅

で
あ
る
と
も
思
は
れ
な
い
。
或
分
讐

よ
つ
て
嘉

さ
れ
窺

象
の
萎

の
集
團

は
・
科
學
的
橿

と
轟

さ
を
も
ち
得
る
た
め
に
は
、
形
式
的
籍

で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
實
質
的
に
も
ま
た
等
質
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
然

る
に
こ
れ
は
、
上

に
引
用
し
た
意
味

の
結
合

生
産
費
供
給

の
集
團

の
場
合

か
ら
は
甚

だ
遠

い
。
げ

に
結
合
し

て
し
か

生

産
し
得

な

い
が
故

に
・
多
種
類

の
財
叉
は
用
役
が
蓉

し

て
生
産

せ
ら
る

あ

と
、
便
宜
的
叉
は
経
濟
的
な
る
偶
然
的
理
由

に

よ

つ
て
結

合
し

て
行
は

る

垂

産

と
は
全
く
異
れ
る
も

の
で
あ

る
。
」
(
塾

)
け

れ
ど
も
此
ら
二

つ
の
概
念
は
、
ピ
グ
ー
鷺

、
昌
昌
。

一
〇
五

ダ

ン
ヒ
y
グ
に
於
け
ろ
慣
格
形
成



ダ

ソ
ビ
y
グ
に
於
け
ろ
儂
絡
形
成

一
〇
六

が
考

ふ
る
が
如
く
、
相
反
し
た
も

の
で
は
な
く
、
国
黄
睾

自
昏

が
考

ふ
る
が
如
く
、
(註
二
)

二

つ
の
定
義

の
聞

に
は
本
質
的
な
る

背

反
は
な

い
の
で
あ

る
。
げ

に
自
然
的
結
合
生
産
物
と
云
は
る

玉
例

の
う
ち

に
も
、

市
場

の
新

な
る
必
要

に
ょ
つ
て
し
か
結
合
生

産

物
と
な
り

得
な

い
も

の
が
あ
る
。
例

へ
ば
、

↑

冒

'
Ω
孚。
時

が
云

つ
た

や
う

に
、
「
綿
糸

と
共

に
生
産

せ
ら
る

玉
棉

種
は

か
つ
て

無
用
な

る
物

と
し
か
考

へ
ら
れ
な
か

つ
た
。
然

る
に
、
之

に
封
す

る
需
要

が
生
じ

て
か
ら
は
、
そ
れ
は
副
生
産
物

と
し

て
結

合
生

産
物

の

一
つ
と
な

つ
た
。
」
(
註
三
)

(
註

一
)

周
讐

p

9

含

び
ぎ

・
貯

雪

藍

・
　
、
。
費

翼

§

§

。
曇

薮

・
。。
口
琶

。
B
隻

。

ρ
;

陣。
吋
ロ
節
一①

傷
¢
・,
犀

。
。
。
・
。
巨

い葺

。
{喜

【。

H。

H
轟
噸

℃
・

目
◎

(
註

ご
)

臣

σq
寒

夢

守

℃
震
・
諄

穿

讐

。
℃
。
豪

。
・
日

。
。
・
。
塁

く
。
=

囲
・
ヤ

轟
お

(
誰

三

)

Ω

感

℃
霞

切
器

傷
碧

。。

冒
・
乙

。
尻

餌
。
。・

器

ロ
α
。
ヨ

。
買
件。。

ロ
。
ロ

喝
目
。
℃
。
同
働
。
ロ
コ
。
一
。D
・
や

Q
。。
ρ

一
般

に
は
、
極
め

て
少
数

の
例
外
を
除
け
ば
、
生
産
物

の
自

然

的
必
然
的
結
合

は
殆

ん
ど
あ
り
得
な

い
。

多
少
必
然
的

に
結
合

し
、
維
濟
的
條
件

に
よ
り

て
或

ぴ
は
此
結
合

を
絶
た
れ
、
或

ひ
は
此
結
合

を
持
績
す

る
生
産
物

が
あ
る

の
み
で
あ

る
。

〉
.一騨、
の

見
解

も
ほ

f
同
様

で
あ
る
。

「
生
産
費

の
偶
然
的
、

一
時
的
結
合

は
、
其
常
佳
的
、
不
可
分
な
る
、
必
然
的
結
合

と
混
同
す

べ
き

で
は
な

い
と
云
は
れ
る
。
だ

が
、
物

理
的

必
然

性
に
よ
り

て
生
産
費

が
結
合

し

て
ゐ
る

の
は
、
便
宜
上

の
必
要

に
よ
り
て

の
結
合

と
形
式

上
類
似
す

る
だ
け

で
あ

つ
て
、
本
質
上
相
異

れ
る
も

の
だ
と
云
ふ
は
、
眞

で
は
な

い
。
生
産
費
結
合

の
現
象

は
、

こ

蕊
で

は
、
其
経
濟
的
結
果

に
關

し
て
考

へ
ら
れ

て
ゐ
る
。
即
ち
企
業
者

の
便

宜
上
生
す

べ
き
規
準
を
立

つ
る

べ
く
考

へ
ら
れ

て
ゐ
る

の



で
あ

る
。

二
者

何

れ

の
場

合

に

も
、

生

産
費

結

合

の
現

象

が
此

目

的

に
出

て
ゐ

る

と
す

れ

ば

、
結

合

が
常

佳
的

で
あ

ら

う
と

一
時

的

で
あ

ら

う

と
、

必
然

的

で
あ

ら

う

と

任

意
的

で
あ

ら

う

と
、

同

じ
集

團

の
下

に
集

め
得

る
此

ら

二

つ

の
供
給

を
匠

別
す

べ
き
如

何

な

る
理
由

も

あ

り
得

な

い
。
L
(
註

一
)
ピ
グ

ー
自

ら

も

、
自

然

的
必

然

的

な

る
條

件

を
牛

ば
撤

去

せ

る
が

如

き
結

果

を

示
し

て
ゐ

る
。

即

ち

先

に

云

つ

た

や

う

に
、

ピ
グ
ー

は

、
時

問

的

に
異

れ

る
技

術
的

に
同

一
な

る

種
類

の
用
役

を

結

合

生
産

物

と
見

て
ゐ

る
。

だ

が
時

問

的

に
異

れ

る
技

術

的

に
同

一
種

類

な

る
用

役

は

、

必
然

的

に
結

合

し

て
ゐ

る

と

は

云

ぴ
得

な

い
の

で
あ

る
。

例

へ

ば

ピ

グ
ー

が

示

し
た

例

に
於

て
、

電

力

を

日
中

の
み

供
給

す

る

こ

と

も
出

來

れ

ば

、
夜

間

の
み
供
給

す

る

こ

と
も
出

來

る

の
で

あ

つ
て
、
此

ら

二

つ

の
供
給

は

必
然

的

に
結

合

し

て

ゐ

る

の

で
は
な

い
。

経

濟

的

便

宜

の
た

め

に
、
此

ら

は
結

合

ぜ
し

め

ら

れ

て
ゐ

る

の
で

あ

る
。

ま

た

ピ
グ

ー

は

、
往

復

蓮

逡

の
場

合

に
於

け

る
露

路

を

往

路

の
結

合

生

産

物

で

あ

る

と
見

て
ゐ

る
。
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が

タ

ウ

シ
ツ
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が
指

摘

せ

る
が

如

く

、

此

往
路

と
齢

路

と

の
間

に
は
自

然

的
必

然

的

關
係

は
な

い
の
で
あ

る
。
蹄

路

に
室

車

を

運

び

戻

さ

ね
ば

な

ら

ぬ

こ

と

は
、

往

路

と
必

然

的

に
結

合

し

て

ゐ
る
。

然

し

灘

路

に
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客

や
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蓮

搬
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來

ね
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な
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け
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技
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然
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少
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罫
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霞

轟
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〇
h

国
8

β
o
日

げ
m
鳩
お

H
ρ

や

繋

H
・

そ

こ
で
・
員
碧
亀

の
如
き
は
、
結
合

の
必
然
的
關
係

に
第

一
次
的
必
然

關
係
と
第

二
次
的
必
然
關
係

を
認

め
、
此
ら
は
何
れ
も

共

に
、
結
合
生
産

の
關
係
を
成
す

に
充
分

で
あ
る

と
認
め

て
ゐ
る
。

「
必
然
性

の
観
念

は

一
見
明
瞭

に
見

え
る
も

の

製

一
つ
で
あ

る

が
、
事
實

に
於

て
は
、
明
瞭
を
著

し
く
鋏
く
所

の
概
念

で
あ
る
。
必
然

性
は
物

理
的

で
あ
る
こ
と
も
あ

ら
う
し
、
叉
は
維

濟
的
で

あ

る
こ
と
も
あ
ら
う
。
物

理
的

必
然
性

の
場
合

は
、
羊

毛
と
羊
肉

と
の
ク
ラ

シ
ツ

ク
な
例

に
よ

つ
て
よ
く
例

示
さ
れ

る
。
我

々
は

羊

毛
を
成
長

せ
し
む
る
こ
と
な

し
に
、
羊
肉

を
生
産

す

る
こ
と
が
出
來
な

い
。
こ

、
で
の
問
題
は
、
必
然

的

に
生
す

る
副
生
産
物



か

ら
、
或

用
途

な
り

、

利

釜

な

り

を
引

出
す

こ

と

に
あ

る
。

云

は

野
、
そ

れ

は

現
在

存

す

る
機

械

に
未

だ

用

ひ
ら
れ

て

ゐ
な

い
能

力

が

あ

る
が

如

く

で
あ

る
。

未

だ

用

ひ
ら

れ

て
ゐ

な

い
部
分

は

別

な

富

日

で
あ

る
。
此

場

合

は
第

一
次
的

結

合

(団
.ざ

9
「繁
匂
。
一昌
仲昌
.切ω)

と
呼

ば
れ

得

よ

う
。

な

ぜ

な

ら
此

費

用

は

先

づ
第

一
に

匂
9
暑

で
あ

る

か

ら

で
あ

る
。

第

二
次

的
結

合

(。。
。8
巳

勲
税望
同
。
一昌
ヨ
窃
。。)
に

よ

つ
て
筆

者

が
意

味

す

る
所

は

、
利

潤

の
條

件

と

し

て
必

要

な

る
結

合

(OO
日
Hロ
O
昌
)
生

産

を

意

昧
す

る
。

要

す

る

に
、

こ
れ

こ
そ

が
眞

の
経

濟

的
結

合
費

用

で

あ

る
。

此
結

合

に
於

け

6
生

産
物

は
、

他

方

の
生
産

物

を

生

産

す

る

こ

と
な
く

生
産

し
得

る
け
れ

ど

も

、
之

を

別

に
生

産

し

よ

う

と
す

れ

ば

、
損

失

を

し

の
ば

ね

ば

な

ら
な

い
。

例

へ
ば

ロ
巳

q
ω8
爵
&

。・6
器

を

採

つ
て
見

る

。
其

地
域

の
可
能

々
力

を
基

礎

と

し

て
計
算

さ

れ

た

地
代

が
全

牧

入

を

食

ひ
鑑

し

て
、

利

潤

を

あ
ぐ

る

に
は
新

線

を
開

か

ね
ば

な

ら

な

い
。

こ

、
で

の
問

題

は
、

物

理
的

に
必
然

的

に
結

合

せ

る
副

産

物

を
得

る

こ
と

で

は

な
く

し

て
、
維

濟

的

に
必

要

な
費

用

を

償

ふ

ぺ

き
副

産

物

を

得

る

こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

は
第

一
次

的
結

合

の
如

く

、
自
ロ
蕊
&

8
冨
9
¢

の
場

合

で
は

な
く

、
き

ロ
。。a

。
噂
o
昌
最

ξ

の
場

合

で
あ

る
。

こ

曳
で
費

用

が
結

合

し

て
ゐ

る

の
は

、
ω
響

ま

⑦

が
、

此
事

業

を

自

由

競

争

下

に
存

在

せ
し

め

て
行

く
た

め

に

は

、
蓮

輻

せ
ら

れ

な
け

れ
ば

な

ら

ぬ
か

ら

で
あ

る
。
」
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註
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す

る

に
、

ピ
グ

ー

が
自

ら
意

識

し

て
探

る
所

の
概

念

は

狭

き

に

失

す

る
。

中

間

的
概

念

を

と

る

臼
・
]≦
・
O
富
陣

に
於

て

さ

へ
、

多
種

類

の
財

が
結

合

生
産

費

の
下

に
生

産

せ

ら
る

玉
に
は

、
そ

れ

が
経

濟

的

必

要

に
よ
砂

て
結

合

さ
る

玉
を
以

て
足

る

の
で

ダ

y
ビ

y
グ
に
於
け
ろ
債
格
形
成

一
〇
九
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而

し

て

此

結

合

に

は

二

つ

の

タ

イ

プ

が

あ

る

。

一
は

、
諸

生

産

物

の
得

ら

る

瓦
割

合

を

、
維

濟

的

必

要

に

よ

り

て

、

攣

化

し

得

る

も

の

で

あ

り

、

他

は

、

生

産

物

の

一
部

を

慶

棄

す

る

こ

と

に

よ

つ

て

し

か

、

此

割

合

を

攣

化

し

得

な

い
も

の

で

あ

る

。

.甫

げ
。
..

薗
.。
曽
毛
。

旨
魯
.ロ

静毛

。
、
。
目

ω雷
鴨
。・
。
ご

。
凶暮

8
。・
び

冒

。
g

。
略
ぞ
ぼ
魯

昏
・
嘗

ε

。
三

。
昌
ω
碧
。
聾

鼻

琶

ρ

器

h
。
同
・
蚤

ヨ
筈

・
巴

。
艮

ロ
σq

象

恥。
同。
昌
叶
臨
昌
山
。り
。
幽
。
H
。
唱

δ
§

幽。
3

霞

象

建

窪

け
げ
器
a
ω
o
{

ω密

①
掌

8

ヨ
。

。
恥
零
ぼ
鼻

9。
器

げ
①
§

H

{
g

≦
0
9

零
ゴ
ま

。。
。
ヨ
・

舞
o
ぴ
①
§

目
{
。
円

目
g
爵叶。
p

H
ロ

。
昏
。
二

旨

ρ

昏
。
箕
呂

。
昌
一8

ω
。
彗

昌
g

げ
。
聾

毎

巴

窪

。
。
鷺

ξ

冨

く
貯
σq
。・
。
旨
・
蕊
。
幽自
一
日
9
§

芭

ε

槻
。
8

妻
9
のけ①
・
9
・。
臣。
H
。
×
麟
ヨ
冨
①
・

穿

箕
。
員

凶。
:

h
琴

ω
叶。

げ
⑦.露

.
;

・
.・蔑

霧

ぴ
§

.・凝

匿

巴
渋

垂

)

ま

た

セ
リ
グ

マ

ン
の
如

く

、

里

の
物

理

的
性
質
を
有
す
る
財
の
み
し
か
存
在
し
な
い
の
に
も
拘
ら
す
、
需
要
の
性
質
と
程
度
と
が
異
る

勿
論
異
れ
る
慣
格
を
生
ぜ
し

む

る
が
如
く

に
異
る
と

の
意
味
で
あ

る
i

場
合

に
は
結
合
生
産
費
下

の
多
種
類

の
財

が
あ

る
と
見

る
概
念
は
廣
き

に
過
ぎ
る
。

鐡

道

運

邊

が
異

れ

る
財

を
輸

邊

す

る
場

合

に
は
、

同

一
の
用

役

が
提

供

せ
ら

れ

て
ゐ

る

の
で
は

な

い
。

石
炭

の
輸
邊

は

多
大

の
動

力

や

ス
ペ
ー

ス
を

要

す

る

に

反

し
、
生

糸

の
輸

逡

は

少

量

の
動

力

と

ス
ペ
ー

ス
を
要

す

る

に
過

ぎ

な

い

の

で
あ

つ

て
、

此

ら

の
運

逡

は
同

一
の
性

質

の
用

役

の
提

供

で
あ

る
と
見

ら

る

べ
き

で
は

な

い
。

從

つ
て

セ
リ

グ

マ
ン
の
廣

い
概

念

は

こ

玉
に
は
共

飲

黙

を

現

は

し

て
は

ゐ
な

い
。

然

る

に

セ
見
グ

マ
ン
は
、

b
a
9

の
所

謂

..冨

象

津

窪
。響

δ
炉

8
蕊
9
鐸
窪
8

免
二
旨
⑦
目
。
山
窪
。琶

。
旨
・
9⊆

琶

羅

曇

。昼

書

二

騨
ρ
§
蒙

魯

げ
ぎ

§

。
琶

幽喚

(
註
二
)

に
よ

つ
て
行
は
る

瓦

穿

。量

書

お

冨
。
§

身

を
結
合



生

産

と

見

、

進

ん

で

軍

純

な

る

∪

凶。・6
ユ
慧

§

博
ぎ
じq
]≦

。
ぎ

℃
。
ぞ

を

も

此

生

産

と

見

る

に

及

ん

で

、

結

合

生

産

の

概

念

を

此

ら

の

猫

占

に

ま

で

援

張

し

、

此

ら

の

猫

占

の

本

質

を

見

誤

る

と

同

時

に

、

結

合

生

産

の

本

質

を

見

誤

る

に

至

つ

た

の

で

あ

る

。

.膚

。

昏

。

㊥
×
需
暮

昏

彗

ω
暮

廿
ぐ

傷
2

窪

山
ω

8

0
8
」

宅
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冨

く
o
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⑦
冨
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o
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凶再
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ρ

H
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象
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①
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冨
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幽
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8
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山
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9
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匪
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亀
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器
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℃
浮
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$

癖
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ユ
8

の

宕
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o
{
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鶏
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巴
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ま

o
畠
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一
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臼
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暮

ユ
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ωβ

鍾
昌
畠

昏

ロ
ω
ω
匹

彗

く
霞
覧
轟

b
凱
o
⑦
ω●
目

冨

き

H
日
巴

眉
蔚

o

山
o
o
ω

旨
9

巴

冒
q。叶

津
ω
亀

8

些
0

8

無

o
略
匪

o

腿

議

o
巳
舞

弓
舞
け
"
げ
8
§

。・
。

匪

⑦
器

尻

8

ω9

げ

ω昌

碧

彗
。

8

。・傍
・
H
=

。・
昏

。

≦
ぎ

『

旨
o
け
昏

o

冒

目
門9

容

宅
岳
∩
げ

宅
o

o
碧

帥
鼠

讐

9

8

鴇

ヨ

巳

昏
幽ω

8

。。二

ω

昏

①
㎞o
ぼ
け

0
8
ρ
.匂

(
註

三
)

(
註

一
)

}
・
寓

・
Ω

鶏
ぎ

日
冨

国
8
8

彰
8
ψ

o
h
O
ぐ
o
遵

。
巴

O
自
旦

℃
●
ゆ
的

(
註

二
)

冒
&

8
℃
冒
費

9
9
ユ
o
伽
霧

嘆
ぼ

9

舅
0
8
℃
0
5

や

目
ゆ
い
.

(
註

三

)

乙o
o
以
びq
ヨ
碧

℃
中

庁
o
剛℃
冨
ψ
o
h
国
8
き

ヨ
8
ω糟
℃
℃
・
い
鴇

-

轟
・

セ
リ
グ

マ
ン
が
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於
け
る
償

格
形
成

を
結
合
生
産

の
そ
れ
と
見

る
に
至

つ
た

の
も
、
結
合

生
産

の
此
誤

つ
た
概
念

規

定
か
ら
來

て
ゐ
る
。
同

一
種
類

の
商
晶

が
國
内

に
於

て
高
便

に
販
費

せ
ら
れ

、
外
國

に
安
く
費

ら
れ

て
ゐ
る
に
も
拘

ら
す

、
二

つ
の
強
度

と
種
類

の
異

れ
る
二
需
要
を
含

む
と

の
理
由

の
下

に
、

二
種
類

の
商

品
が
生
産

せ
ら
れ

て
ゐ
る
と
見
る

セ
リ
グ

マ
ン
の

論

理
は
、
勿

論
徹
底

し

て
ゐ
る
。
然
し
ダ

ン
ピ

ン
グ
に
於

て
は
、
憤
格
形
成

の

一
形
態

と
し

て
の
結
合
生
産

の
條
件

と
な

つ
て
ゐ

る
二
種
類

の
財

が
生
産

せ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
は
な

い
。
需
要

の
彊
度

と
種
類

と
に
よ
り
、

同

一
の
商
品

で
あ
り
な
が
ら
、
異

れ
る

ダ
y
ヒ
y
グ
に
於
け
る
便
格
形
成

一
一
一



ダ
ン
ピ
ソ
グ
に
於
け
ろ
債
格
形
成

一
一
二

憤
格
を
も

つ
べ
き
債
格
形
成

の
形
態
は
、
∪
警
は
ヨ
写
辞
ぎ
㈹
竃
。
き
宕
一網
で
あ
る
。

セ
リ
グ

マ
ン
の
如
く
、
財

に
封
す

る
需
要

の
強

度

と
種
類

と

の
み
か
ら
、
財

の
種
類

の
存
在
を
考

ふ
れ
ば
、
便
格
形
威

の
異
れ

る
形
態
を
、
同

一
の
形
態

と
な

さ
ね
ば
な

ら
ぬ
こ

と

、
な
る

の
で
あ
る
。

進

ん
で
便
格
形
成

の
形
態

の
内
容

に
入

つ
て
見

て
も
、
結
合
生
産
と

ダ

ン

ピ

ン
グ

の
間

に
著

し

い
蕪
異

を
見
る
こ
と
が
出
來

る
。
結
合
生
産
は
、

一
生
産
行
程

に
於

て
二

つ
以
上

の
種
類

の
財

が
生
産

せ
ら
る

玉
が
た
め

に
、

一
生
産
行

程
中

に
費

さ
れ

た
生

産
費

の
如
何
な
る
部
分

が
、
此
ら

の
財

の
或

も

の
に
、
他

の
如
何
な

る
部
分

が
他

の
或

も

の
に
必
要

と
せ
ら
れ

た
か
の
判
断

が
下

し
難
き
場
合

で
あ
る
。
今
或

一
生
産
行
程

か
ら
二

つ
の
結
合

生
産
物
A
、
3

が
生
産

せ
ら
れ
る

と
す

る
。
平
衡
慣
格

の
成
立
は
次

の
條

件

に
よ

つ
て
示
さ
れ
る
。
此
生
産
行

程

に
よ

つ
て
得
ら
れ
る
A
財

の
量

を

κ
と
し
、
B
財

の
量
を

y
と
す
る
。
、
(聴
)を

A

の

量

の
函
撒

と
し

て
の
A

の
債
格
を

示
す
も

の
と
し
、
℃
(矯
)
を
B

の
量

の
函

数

と
し
て

の
B

の
債
格
を
示
す
も

の
と
す
る
。
K
は

一

生
産
行
程
軍
位
か
ら
生
す

る
A

と
B

と

の
量
的
比
例

で
あ
り
、
司

(融
十
同
)
は

一
生
産
行
程

の
軍
位
激

の
函
数

と
し

て
の

一
軍
位

の

限
界

生
産
費
、
即

ち

一
生
産
行
程
中

の
限
界
軍
位

か
ら
生
す

る
A

と
B

の
生
産
費
合

計

で
あ
る
と
す

る
。
然

る
と
き
、
平
衡
債
格

は
次

の
方
程
式

シ
ス
テ
ム
に
よ

つ
て
定
め

ら
れ
る
。
(註
)

{鴬
鞠

団
薯

)島

(耗
十
鴇
)



而

し

て
此
ら
二
方
程
式
を
含

む

シ
ス
テ
ム
に
於

て
、
未
知
数
は

κ
と

y
と

の
二
個

で
あ

る
か
ら
、
此
聯
立
方
程
式

は
解

け
る

の

で
あ

つ
て
、
二
財

の
夫

々
の
債
格

は
決
定
す

る
。
か
や
う
な
債
格
形
成

が
行

は
れ
る

の
は
、
A

、
B
夫

々
の
生
産
費

が
幾
何

で
あ

る
か

の
判
断

が
下

し
難

い
か
ら
で
あ

る
。

一
生
産
行
程

に
於
け

る
限
界
行

程
軍
位

の
生
産
費
即

ち
限
界
生
産
費
が
、
其
行

程
軍
位

か
ら
生
産
せ
ら
れ
る
夫

々
の
財

の
需

要
便
格

に
等
し

き
と
き

に
、
夫

々
の
償

格
が
決
定
す

る
と
云
ふ
意
味
は
.
夫

々
の
結
合

生
産

物

の
生
産
費

が
限
界
生
産
費

申

に
於

て
ど
れ
だ
け
を
占
め

て
ゐ
る
か

f
不

明
で
あ

る
か
ら
、
限
界

生
産
費

の
う
ち

の
員
憺
し
得

る

だ
け

の
部
分
を
夫

々
の
結

合
生
産
物

に
割
り
當

て
る
と
云

ふ
こ
と

に
あ

る
。
夫

々
の
結
合
生
産
物

の
生
塵
費

の
計
算

が
正
確

に
な

さ
れ

て
ゐ
る

の
で
は
な

い
。
之

に
反
し
、
ダ

ン
ピ

ン
グ

に
あ
り

て
は
、
生
産

さ
る

、
財

は
物

理
的

に
は
全
く
同

一
の
も

の
で
あ

つ

て
、

一
々
の
生
産
費

の
計
算
は
可
能

で
あ

る
。
國
内

に
於

て
と
、
國
外

に
於

て
と
、
異

れ
る
便
格
が
定
め
ら
れ

て
も
、

そ
れ
は
夫

々
の
財
軍
位

が
其

生
産
費

を
知

ら
れ

て
ゐ
な

い
か
ら

で
は
な

い
。

そ
れ
は
、

一
に
全
く
牧

釜
を
出
來

る
だ
け
多

か
ら
し
む
る

が
た

め

で
あ
る
。
從

つ
て
債

格

の
決
定

に
、
限
界
生
産
費

の
作
用
も
現
は
る

、
こ
と
が
出
來

な

い
。

(
註
)

冨
,。嘱8

団
降・ヨ
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0
0見
ユ
げ
痺
o
邑
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帥8
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色
、
o
鴇
巽
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8
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8
昌
σq
言
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℃
ω
唱
覧
㊦白
9
8
巴

O
一〇ヨ
巴
¢
9
σq
犀
①8
き
巨
誓
一鳩
o障
&
「o

お
剛↑

℃
●
悼◎◎
・

四

ダ

ン
ピ

ン
グ

に
於

け
る
便
格
形
成
が
結
合
生
産

に
於
け
る
そ
れ

で
あ
る
と
信
す

る
人
は
、

さ
ま

で
多
く
は
な

い
。

ダ

y
ピ
ン
グ
に
於
け
る
債
絡
形
成

】
一
三

多
く
の
學
者



ダ

y
ビ
y
〃
に
於
け
ろ
債
格
形
成

一
一
四

は
、

そ

れ

を

準
猫

占

に
於

け

る
差

別
猫

占

の
そ

れ

で
あ

る

と
見

る
。

濁

占

が
純

粋

な

る
形

態

を

と
る
場

合

は
甚

だ

稀

で
あ

つ

て
、

多

く

は

準
猫

占

の
形

態

を

と

る
竜

の

で
あ

る
。

ダ

ン
ピ

ン
グ

も
純

輝

猫

占

の
下

に
行

は

る

、
は
勿

論

で
あ

る

が

、
準

猫

占

の
主

要

形
態

た

る

カ

ル

テ

ル
、

ト

ラ

ス
ト

の
下

に
行

は

れ

る

の
が
並
日
通

で

あ

る
。

此

ら

の
準
猫

占

の
形
態

の
下

に
行

は

る

玉
差

別

債

格

は

、
頴

匹

が

指

摘

し

て
ゐ

る
や

う

に
、

三

つ

の
形
式

を

と

る

こ

と

が

出

來

る

。
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男
器
勝
く
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昌
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把
昌
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昌
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目

98
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〈
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(冒
需
§
暮
♂
§

犀

く
o
徴
巳
oコ
お

o旨
)

然

し

ま

た

レ
オ

ン

・
ワ

ル
ラ

ス
が
例

示

し

て
得

る
よ

う

に
、

諸

々
の
時

間

に
よ

つ

て
も

、
便

格

を

差

別

す

る

こ
と

が
出

來

る
。

(
註

一
)
ダ

ン
ピ

ン
グ

は
此

第

三

の
形

式

で
あ

る
。
(
註

二
)

(
註

一
)

ピ

毒

巴
鎚
3

團
一伽
葺
窪
冨

餌
.①
8
昌
o
ヨ
凶o
℃
o
澤
首
琴

℃
自
o
℃
9

・
お
悼
P

℃
・
轟
轟
轟
・

(
註

二
)

ピ
●
U
箆
昌
.
憎
窪
剖

U
器

】)
紹
日
℃
写
ぴq
騨
団
お
脚
離
暮
o
目げ
冨
ε
ロ
げq
o
昌
一旨

老
o
ぱ
び
曽
昌
幽
o
一題
℃
・
ω
O
・

差

別

債

格

は

ワ

ル

ラ

ス
が

指

摘

し

て

ゐ

る

や

う

に

、

自

由

競

争

の
下

に
於

て
も

あ

り

得

る

で

あ

ら

う

が

、

猫

占

の

下

に

現

は

れ

易

い
。

だ

が

そ

れ

ら

は

猫

占

下

に

無

條

件

に
現

は

れ

得

る

の

で

は

な

い
。

最

も

正

確

に

其

條

件

を

學

げ

て

ゐ

る

ピ
。
"
蝦
。
や

ビ

グ

ー

が

云

ふ

が

如

く

、

其

商

品

の

各

軍

位

に

封

す

る
需

要

債

格

が

、

他

の
軍

位

の
販

責

債

格

と

猫

立

で
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

こ

の

こ

と



は
・
任
意
の

輩

位
が
他
の
器

に
代
り
得
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
の

希

場
に
於
て
得
ら
る
、
商
.叩

の
箪

位
は
他
の
霧

に
移
馨

れ
得
て
は
な
ら
ぬ
、
ω

希

場
に
あ
る
需
輩

位
が
他
の
霧

霧

さ
れ
得
て
は
な
ら
ぬ
こ
と

を
含
ん
で
ゐ
る
・
(垂

)

商
品
が
も
し
響

者
に
よ
つ
て
直
馨

費
ら
れ
、
買
舌

ら
に
吉

直
ち
に
消
讐

る
』
用
役
で
あ
る

な
ら
ば
・
砦

の
移
動
は
甚
だ
困
難
で
あ
り
、
髭

の
分
暫

於
け
る
篁

類
の
差
別
籍

僥

種
類
の
商
.麗

行
は
れ
易

い
。

叉
國
内
に
於
て
も
遠
隔
の
地
方
聞
に
於
て
は
、
此
ら
の
移
蒙

妨
げ
ら
れ
㌘

、
置

の
第
二
類
の
嘉

籍

が
現
は
れ
得
る
。

だ
が
國
を
異
に
し
・

一
方
國
に
高
き
關
欝

壁
護

け
ら
れ
て
、
他
方
票

ら
の
商
・器

移
動
が
羅

で
あ
る
場
倉

は
、

男
。.一

の
第
三
類
の
差
別
籍

が
容
易
鏡

は
れ
得
る
。
け
れ
ど
も

「
此
商
・罪

他
方
國
に
於
て
も
霧

占
的
地
位
を
有
す
る
場
A.
に
は

彗

督

.蚤

§

.
暑

。
を
彊
か
ら
し
む
る
た
め
に
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
な
す
必
要
は
な
越

ダ

ン
ピ

ン
グ
は
、
他
方
國
に
於
て

は
自
由
競
孚

に
参
加

せ
ね
ば
な

ら
ぬ
場
合

に
し
か
行

は
れ
な

い
。
」
(
註
二
)

(
註

一
)

拝

。
ξ

国
§

。
喜

・
。
肉
壽

野

・
・
お

b
℃
も

℃
・
い
圃
で

9

(
註

二
)

冒
昏

。糟
。
や

鼻

愚

・
い
ひ
9

そ
こ
で
・
ダ

ン
ピ
ン
グ
に
於
け
農

格
は
、
他
國
に
行
は
る
占

由
競
健

打
ち
勝
ち
得
る
ほ
ど
低
廉
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
・
實
に
こ
れ
が
ダ

ン
ピ
ン
グ
に
於
け
る
穰

の
套

的
條
件
で
も
あ
る
。
而
し
て
今
我
々
の
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
蕎

猫
占

は
・叢

も
安
く
生
産
さ
れ
得
る
生
産
額
を
、
襲

入
叢

大
と
な
る
や
乏

國
内
國
外
雨
市
場
に
分
つ
を
晶

と
し
て
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
・
國
内
に
於
叢

大
牧
入
を
生
む
べ
き
販
費
量
の
如
何
に
よ
つ
て
、
叉
は
需
要
の
勢

性
の
如
何
に
よ
り
、
生
嚢

以

一
一
五

ダ

y
ビ

y
グ
に
於

け

ろ
債
絡
形
成



ダ

y
ビ
ン
グ
に
於

け
〃る
億
悸格
形
成

一
一
山ハ

下

に

下
ら

ね
ば

な

ら

ぬ
。

と

こ
ろ

で
こ
れ

に

よ

つ
て
生
す

る
損

失

は

、
國

内
市

場

に

て
高

く

費

ら

る

」
に
よ

つ

て
生
ず

る

利
潤

を

そ

れ
だ

け

滅

少

す

る

こ

と

玉
な

る
。
」
(
註

一
)

然

る

に

日
巴
9

は
、

此
場

合

に

「
猫

占

者

が

生
産

の

一
般

的

費

用

を
償

ふ

こ
と

の

出

來

る

翻

暑

巳
匹
隷
切

は
減

少

し

、
結

局

、

外
國

へ
の
販

費

に
よ

つ

て
生
す

る
損

失

は
、
國

内

市

場

に
於

て
實

現

せ
ら

る

、
利

釜

に
超

過

し

、

此
企
業

の
生

産

活
動

を
鈍

く

す

る
」
(註

二
)

な

ど

ム
鼓

つ

て
ゐ

る

。

こ
れ

は
、

い
8
σq
肖
き

U
二
§
風
轟

の
定

義

に
含

ま

る

」

ぴ
遷
o
昏
伽8

に
よ

つ

て
否

定

せ

ら
れ

な
け

れ

ば

な

ら

ぬ
。

だ

か
ら

U
a
暑

自

ら
他

の
所

で
芸

つ

て
ゐ

る

や
う

に
、
「
ダ

ン
ピ

ン
グ
は

.
持

績

的

な

る
政
策

と

し

て
は
、

外

國

市
場

に
向

け

ら

る

玉
部

分

が
、
少

く

と
も

其

8
窪

。。0
8
置

(
運
逡

費

及

び
關

税

を

含

め

て
)

に
等

し

い
便

格

に

て
費

ら

る

玉
と
き

に

の
み
考

へ
得

ら

れ

る

。
」
(註
三
)

(
註

一
、
二
)

ピ
o曾
o℃
oや

o凶け・℃
℃
・
鴇
◎◎.

(
詑
三
)

回げ
達
壱
℃
.
り
刈斡
・




